
この建物は、　　軍 (ヒント：①陸　②海　③空　のどれか )

のために建てられた病院です。「衛戍病院」
では、軍の患者を収容する他、衛生材料を
保管・供給したり、軍人たちの教育を
行ったりもしました。

「ガラ紡」はガラ紡績機ともいい、綿から直接糸を
作る機械です。明治時代に臥雲辰致によって
発明され、１８７７(明治１０)年の第一回
内国勧業博覧会では鳳紋賞を受賞されました。
これにより、それまでの手紡ぎに比べ、短い時間
で大量生産が可能になりました。
明治村には現存する最古のものの 1つが残って
います。(４丁目４４番地・鉄道寮新橋工場
(機械館 )内に展示されています。)
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錦絵れきし探偵団

錦絵とは、多くの色を使った浮世絵版画のことで、江戸時代中期に
誕生しました。明治時代に入ると使われる色の種類も更に豊富になり、
テーマもより話題性のあるものが選ばれるようになって行きました。
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名古屋衛戍病院【愛知】　１８７８(明治１１)年



「東京勧業博覧会　一号館之夜景」　久保田長吉　画

この版画には、 多くの人々が博覧会を

訪れている様子が描かれています。

博覧会は頻繁に行われましたが、

明治政府が博覧会で特に力を入れて

いたのは何でしょうか？

①欧米に負けない近代的な産業の振興。

②日本各地のめずらしい物産の紹介。

③たくさんの人が集まる遊園地の完成。

「ガラ紡」 は、 それまで手作業だった糸を

紡ぐ作業を、 さらに簡単に早く進めることを

可能にしました。 さて、 なぜ 「ガラ紡」 と

呼ばれるようになったのでしょうか？

①赤ちゃんのおもちゃ 「ガラガラ」 をヒントに

　 作られたから。

②機械を動かすと、 ガラガラと音がするから。

③ガラという人が発明した西洋の機械をもと

　 に作られたから。

名古屋衛戍病院の病室には、 当時としては

衛生に配慮した画期的な工夫がされて

います。 それは次のどれでしょう？

①病室の壁が抗菌コートされている。

②床暖房が完備されている。

③天井に換気システムが装備されている

とうきょう ちょうきちかんぎょう が

（注） 本作品は石版画です。
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４丁目 44 番地の鉄道寮

新橋工場 （機械館） 内に

展示されている

「ガラ紡」 を見てみよう！



錦絵れきし探偵団

錦絵とは、多くの色を使った浮世絵版画のことで、江戸時代中期に
誕生しました。明治時代に入ると使われる色の種類も更に豊富になり、
テーマもより話題性のあるものが選ばれるようになって行きました。
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神戸山手西洋人住居【兵庫】　１８８７～９６年頃 (明治２０年代 )
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「摂州神戸　新建西洋館市街賑之図」　長谷川小信　画

この錦絵には、 ３つの国旗が描かれてい

ます。 アメリカ、 オランダ、 もう１つは

次の３つの国のうち、 どこでしょう？

①中国　②イギリス　③ドイツ

この錦絵には、 馬車や人力車などの乗り物が

みられます。 人力車は江戸時代に普及して

いた籠に代わる乗り物として人気がでました。

発明した人はどこの国の人でしょう？

①インド人　②オランダ人　③日本人

この絵にはガス灯とよばれる照明器具

がみられます。 当時の人々は、 ガス灯の

明るさに驚いて、 信じられないような

噂が流れました。 どんな噂でしょう？

①時間がたつと爆発する。

②ガス灯のにおいをかぐと死んでしまう。

③死んだ人の魂が燃えている。

明治村１丁目に明治

時代に神戸で使われた

ガス灯があります。

見に行ってみよう。



錦絵れきし探偵団

錦絵とは、多くの色を使った浮世絵版画のことで、江戸時代中期に
誕生しました。明治時代に入ると使われる色の種類も更に豊富になり、
テーマもより話題性のあるものが選ばれるようになって行きました。

この建物は、鉄道を修理したりするための工場で

す。鉄道を管轄する役所は最初鉄道寮と呼ばれて

いましたが、1887( 明治 20) 年に鉄道局へと改称

されました。最初の頃は工場を作るのに

　　　　　　　　 ( ヒント : 国名カタカナ４文字 ) から

材料を輸入していましたが、この建物は

日本の材料・技術でできています。

御料車とは、天皇・皇后・皇太后・皇太子のため

の特別な車輌のことです。内部は豪華に飾られ、

植物や動物などのデザインが使われていますが、

その中に「鳳凰」もあります。「鳳凰」とは中国

生まれの想像上の動物で、高貴な文様として伝統的

に使われ、皇室の象徴とされています。

この錦絵にも描かれていますので探して

みて下さい。
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鉄道局新橋工場【東京】　１８８９(明治２２)年
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皇族の方が使用するものには、 必ずと

いってよいほどある植物の花をかたど

った紋章が描かれています。 下の絵の

中で皇族を示す花とはどれでしょう？

この建物 ( 鉄道局新橋工場 ) の外には、

錦絵に描かれているような二重橋飾電燈

がありますが、 照明の覆い部分は

どのように作られているでしょう？

①型にガラスを流し込み、息で吹いて形を整える。

②壺にガラスを入れ、ガラスが固まったら壺を割っ

  て取り出す。

③ガラスが熱いうちに、職人が手で形をつくる。

列車を作ったり整備したこの新橋工場には、

作業をする人たちが少しでも作業をしやす

いようにするための工夫がみられます。

それは、 次のうちどれでしょう？

①夏に工場内があつくならないようにエアコンが

  ついている。

②冬に工場内を暖かく保てるように、暖房がつい

  ている。

③工場内を少しでも明るくするために、天井にも

  窓があり、光を工場内に取り込む工夫がなされ

  ている。

「憲法発布宮城二重橋御出門之図」　揚州周延　画
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錦絵れきし探偵団

錦絵とは、多くの色を使った浮世絵版画のことで、江戸時代中期に
誕生しました。明治時代に入ると使われる色の種類も更に豊富になり、
テーマもより話題性のあるものが選ばれるようになって行きました。

私
は
初
代
内
閣
総
理

大
臣
と
し
て
憲
法

づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
た
。

さ
あ
、
憲
法
発
布
の
日
の
様
子
を

い
っ
し
ょ
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

博文コース

たてものクイズ

内閣文庫【東京】　１９１１(明治 4４) 年
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て い こ く だ い が くと う き ょ う そ う ち ょ う し ょ う い ち は か せと や ま

い け ん ば ん ざ いさ い よ う さ ん し ょ う おこな

な か

も 　  じ さ が

に し き え

こ と ば

は っ ぷ き ね ん

にしきえ

じょう

わ　だい せい えら

しゅ るい さら ほう  ふたん

うき　よ　 え    はん　が

え た ん て い だ んに し き

ひろ　 ぶみ

し
ょ
だ
い

だ
い
じ
ん

り

そ
う

け
ん
ぽ
う

け
ん
ぽ
う

は

っ

ぷ

よ

う

す

ひ

な
い
か
く

〇に
文字を
入れて
みよう！



第
一
問

第
二
問

第
三
問

１８８９(明治２２)年２月１１日に

行われた憲法発布式の様子
「憲法発布式之図」　楊洲周延　画

憲法が内閣総理大臣に授与されています。

さて、 この内閣総理大臣は、 だれで

しょう？

①伊藤博文　②黒田清隆　③西郷從道

式典は、 明治宮殿の正殿 ( 儀式を行う

広間 ) で行われました。

この宮殿は式典の前年１８８８年に完成

したばかりでした。

この建設には当時のお金でいったいどれ

ぐらいの費用がかかったのでしょうか？

①４００万円　　②１８万円　　③１万円

1886 年、 小学校の先生になりたての人の月給は

５円でした。 また、 1889 年、 国会議員の報酬は

年額 800 円でした。

式典は、 どのくらいの時間、

行われたのでしょうか？

①約１時間

②約３０分

③約１０分

ねん

はっぷけんぽう

がつ

の ずしき

にち

よう ちかのぶしゅう が

めいじ

はっおこな ぷけんぽう しき ようす

し き て ん じ か ん

や く

や く

や く

ふ ん

ふ ん

じ か ん

おこな

し き て ん

し き て ん ぜ ん ね ん ね ん

め い じ

か ん せ いき ゅ う で ん

き ゅ う で ん ぎ し き

おこな

おこな

ひ ろ ま

ひ よ う

せ い で ん

け ん せ つ と う じ か ね

ま ん え ん ま ん え んま ん え ん

ね ん

え ん ね ん

ね ん が く え ん

こ っ  か い ほ う し ゅ う

ま ん え ん

し ょ う が っ  こ う せ ん ひ と げ っ き ゅ う

け ん ぽ う

さ い ご う つ ぐ み ちく ろ だ き よ た かい と う ひ ろ ぶ み

な い か く そ う り だ い じ ん じ ゅ よ

せ い

ぎ い ん

?
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